
作成日：2023年2月1日

製品安全データシート

1.化学物質等及び会社情報
製品名
会社名
住所
電話番号
緊急時の運絡先

担当者
推奨用途及び使用上の制限

2.危険有害性の要約
GHS

分類
物理化学的危険性

健康に対する有害性

環境に対する有害性

ラベル要素
絵表示又はシンボル
注意喚起語
危険有害性情報

ES270 Concentrated Multi-purpose Cleaner 
ジェインプロダクツ(Jayne Products Inc ) 
17904 South Star of India Lane Carson, CA 90746, USA 
(310) 715-3070
株式会社アジアトレ ディングコ ポレ ションー ー ー

東京都新宿区下落合1-3-22
TEL 03-5332-9123 FAX 03-5332-9070
長野 晃大
洗剤等

火薬類 分類対象外
可燃性・引火性ガス 分類対象外
可燃性・引火性エアゾール 分類対象外
支燃性・酸化性ガス類 分類対象外
高圧ガス 分類対象外
引火性液体 区分4
可燃性固体 分類対象外
自己反応性化学品 分類対象外
自然発火性液体 区分外
自然発火性固体 分類対象外
自己発熱性化学品 分類できない
水反応可燃性化学品 分類対象外
酸化性液体 分類対象外
酸化性固体 分類対象外
有機過酸化物 分類対象外
金属腐食性物質 分類できない
急性毒性（経口） 区分外
急性毒性（経皮） 区分外
急性毒性（吸入：ガス） 分類対象外
急性毒性（吸入：蒸気） 分類できない
急性毒性（吸入：粉じん） 分類対象外
急性毒性（吸入：ミスト） 分類できない
皮膚腐食性・刺激性 区分外
眼に対する重篤な損傷・眼刺 区分28
呼吸器感作性 分類できない
皮膚感作性 分類できない
生殖細胞変異原性 分類できない
発がん性 分類できない
生殖毒性 分類できない
特定§農的臓器・全身毒性（単回区分3（気道刺激性、麻酔作用）
特定§農的臓器・全身毒性（反復区分外
吸引性呼吸器有害性 分類できない
水生環境急性有害性 区分外
水生環境慢性有害性 区分外

葦牛
嗣口

可燃性液体
眼刺激
呼吸器への刺激のおそれ
眠気及びめまいのおそれ

◇
注意書き

【安全対策】
炎及び高温のものから遠ざけること。
適切な保護手袋、保護眼鏡、保護面を着用すること。
ミスト、蒸気、スプレーの吸入を避けること。
屋外又は換気の良い区域でのみ使用すること。
【応急措置】
吸入した場合、被災者を新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休息
気分の悪いときは、医師に連絡すること。
取り扱い後はよく手を洗うこと。



3.組成及び成分情報
単一製品·混合物の区分
成分

4.応急措置
吸入した場合

皮膚に付着した場合

目に入った場合

飲み込んだ場合

予想される急性症状及び遅発性症状

最も重要な兆候及び症状
応急措置をする者の保護
医師に対する特別注意事項

5.火災時の措置
消火剤
使ってはならない消火剤
特有の危険有害性

特有の消火方法

消火を行う者の保護

6.漏出時の措置

眼に入った場合、水で数分間注意深く洗うこと。次に、コンタクトレンズを着用していて
眼に入った場合、眼の刺激が持続する場合は医師の診断、手当てを受けること。
【保管】
容器を密閉して涼しく換気の良いところで保管すること。
【廃棄】
内容物、容器を都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に業務委託す

混合物
化学名又は一般名 CAS Number 含有率

メチール ジプロビレン 34590-94-8 6.00% 
ホリオキシエチレンアルキルエー

12 50%(50倍希釈時025%)
1テル(C=11)
トールオイル脂肪酸石鹸 14.00% 
エチレンジアミン4酢酸ナトリウム塩 1964/2/8 2.00% 
水 7732-18-5 65.50% 

吸入者を新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。
気分の悪いときは、医師に連絡すること。
皮膚を速やかに洗浄すること。
多量の水と石鹸で洗うこと。
皮膚刺激が生じた場合、医師の診断、手当てを受けること。
水で15分以上注意深く洗うこと。次に、コンタクトレンズを着用していて容易に外せる
場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。
眼の刺激が持続する場合は、医師の診断、手当てを受けること。
早急に口をすすぐこと。
気分が悪い時は、医師に連絡すること。
吸入：咳、めまい、し眠、中枢神経に影響を与え、昏迷を生じる。
皮膚：乾燥、吸収される可能性がある。
眼：痛み、発赤。
経口摂取：「吸入」の項参照

救助者は、状況に応じて適切な保護具を着用する。
情報なし

泡消火剤、粉末消火剤、炭酸ガス、乾燥砂類
棒状放水
加熱により容器が爆発するおそれがある。
火災時に刺激性、腐食性及び毒性のガスを発生するおそれがある。
危険でなければ火災区域から容器を移動する。
消火後も、大量の水を用いて十分に容器を冷却する。
適切な空気呼吸器、防護服（耐熱性）を着用する。

人体に対する注意事項、保護具および 全ての着火源を取り除く。
緊急措置

環境に対する注意事項
回収·中和

封じ込め及び浄化方法·機材
二次災害の防止策

7.取扱い及び保管上の注意
取扱い技術的対策

局所排気·全体換気

直ちに、全ての方向に適切な距離を漏洩区域として隔離する。
関係者以外の立入りを禁止する。
密閉された場所に立入る前に換気する。
環境中に放出してはならない。
不活性材料（例えば、乾燥砂又は土等）で流出物を吸収して、化学品廃棄容器に入
れる。
危険でなければ漏れを止める。
すべての発火源を速やかに取除く（近傍での喫煙、火花や火炎の禁止）。
排水溝、下水溝、地下室あるいは閉鎖場所への流入を防ぐ。

『8曝露防止及び保護措置』に記載の設備対策を行い、保護具を着用する。
『8曝露防止及び保護措置』に記載の局所排気、全体換気を行う。








